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井上明夫新聞 ～日田市議会だより～ 
 木々が芽を吹き、さわやかな季節になりました。 

 早いもので私の議員としての活動も、この４月でまる 

７年となりました。 

 また、２２年度は日田市郡の合併５周年・日田市市制 

７０周年の年となります。 

 私としては、真の「一体感の醸成」の確立に向けて、 

これからも市民の皆さんの声に耳を傾けて頑張ります！！ 

 

日田市初の「小中一貫校」めざしてスタート!! 
 「 大明地区教育環境整備に関する確認書の調印式 」が去る３月２９日に、

日田市役所で開催され、要約すると以下の内容で確認書がかわされました。 
 
＊静修小学校と夜明小学校を統合し、平成２３年４月１日に現夜明小学校の位置で

新小学校を開校する。 
＊新小学校と大明中学校において、施設一体型の小中一貫教育制を導入し、 平成

２５年４月１日に現大明中学校の位置に開校する。 

＊静修小学校と夜明小学校の跡地の活用については、住民福祉の向上及び地域の

振興を図るため、地元要望に対しては最大限努力する。 

 

 大鶴地区の皆さんにとっては「静修小学校の校舎を使うのは２２年度までで、そ

の後２年間は現在の夜明小学校の場所に通うこと」、夜明地区の皆さんにとっては

「２４年度までで夜明地区から小学校がなくなること」（大明中学校は大鶴地区に立

地している）を受け入れるのは大きな決断となりました。しかし、大鶴地区に

とっては「静修小学校の耐震診断の結果が非常に悪い」、夜明地区にとっては「夜

明小学校の複式学級を一日も早く解消したい」という事情があり、両方の地区の子

供たちを思う気持ちが尊重され、今回の結論になりました。 
 調印後には佐藤市長から、「日田市初の小中一貫校として全国のモデルになるよ

うな学校にしたい」という言葉がありました。 
 大鶴地区と夜明地区の皆さんにとっては、学校統合にむけてまだまだこれか

ら考えなければならないことも多く、これからの３年間は特別な期間になろう

かと思います。 
将来の日田市の子供たちのためにも、「日田市の小中一貫校」の素晴らしいモデル

ができることを祈ります！！ 



３月議会・井上明夫の代表質問 

佐藤市長はもっと独自のカラーを打ち出しては！？ 

[質問]  新年度当初予算案は、景気･雇用対策に重点を置いた予算編成であり、

すみずみまで気配りのきいた内容だが、「将来的に市長が一番やりたいことは何

だろうか？」と言う事がいまひとつ見えてこないがどうか？ 
[市長] 「やりたいこと」と言っても市の財政が苦しい中であるし、合併してよ

うやく５年ということで、やっと市の形ができつつあり、ワンフレーズでカラ

ーを打ち出すには至らない。いろいろ掲げた施策の実現を目指す。 
＊歴代の市長はそれぞれ何らかの看板を掲げていたので、佐藤市長にも今後市民

に夢を与える「決めのフレーズ」を期待したいところです。 

 

ウッドコンビナート進出企業に関する施策の見通しは!? 

[質問]  今回、土地代金支払い猶予中の企業の支払期限を３年間延長した理由

とその決定に至るまでの経緯は？ 
[副市長]  昨年１２月にウッドコンビナート企業組合から支払猶予中の企業の

猶予期間延長の陳情が市になされ、その後、市から土地開発公社に支払猶予期

間延長の要望があったため公社の理事会で検討した。 
 結論としては、無理に支払をせまって撤退に結びつくような事があってはな

らないので、当面の景気動向を見極めるために３年間の猶予を認めた。 
[質問]  今年１月６日に猶予期限がせまっていることは前からわかっていた。

以前理事会で「猶予期限の１～２年前から対応を検討すべき」という声もあっ

たが、この間対象企業とどのような話をしていたのか？ 
[副市長]  時々接触していたが、木材価格の低迷が続き土地代金支払に関する

話までには至らなかった。 
＊この件に関しては猶予するばかりでは解決に結びつかないので、分割払いや賃貸 

 も含めた解決策を探るよう指摘しました。 

 

 このほか、「市の財政見通し」「行政改革」「キャノン工場建設の行方」「合併

５周年」「子育て環境の充実策」について質問しました。 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

★ホームページ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ４．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ/~ｔｅｋｉｓｕｉ/ａｋｉｏ．ｈｔｍ     
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